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統計によれば、中小企業の経営者の平均年齢は年々上昇し、既に６０歳を超えているとされており、
事業承継を円滑に遂行することは、日本経済の礎である中小企業の喫緊の課題であるといえます。

このような課題に対処するべく、弁護士には、事業承継に向けた中小企業に対するコンサルティン
グ機能を積極的に発揮していくことが期待されています。

しかしながら、事業承継に関するリーガルサポートについての弁護士の意識は必ずしも高いとはい
えず、このことが他士業・他団体等との緊密な連携や敷居の低い積極的なサービスを阻害する要因
ともなっていると考えられます。

そこで、他士業・他団体の専門家による基調講演やパネルディスカッションなどを通じて、事業承継
において弁護士に求められる役割を具体的に明らかにし、当会会員の今後の執務の参考に供する
とともに、当会及び中小企業法律支援センターと他士業・他団体等との緊密な連携体制の構築を目
指します。

日時
２０１４年７月１４日（月）
１６時３０分～１８時１０分（開場：１６時１５分）

弁護士会館２階 講堂「クレオ」ＡＢ

第１部
基調講演／１６時３５分～
テーマ 「事業承継の基礎知識」

（※詳細は、裏面をご覧ください。）
無料

東京弁護士会司法調査課（担当：河村） ＴＥＬ：０３－３５８１－２２０７

場所

第２部

入場

場 所：弁護士会館2階 講堂「クレオ」ＡＢ
〒100‐0013 東京都千代田区霞が関1‐1‐3

アクセス：●東京メトロ丸ノ内線、日比谷線、千代田線「霞ヶ関駅」
B1‐b出口より直通/A1出口より徒歩2分/C1出口より
徒歩3分

●東京メトロ有楽町線「桜田門駅」 5番出口より徒歩8分
●都営三田線「日比谷駅」 日比谷公園を通り徒歩8分
●JR「有楽町駅」 日比谷口よりお堀沿い徒歩10分

お問い合わせ先

パネルディスカッション／１７時３５分～
テーマ 「事業承継支援に向けた連携構築

～親族内承継・親族外承継・Ｍ＆Ａの勘所」

「未来へつなぐ中小企業の絆」
～ 事業承継に対する多角的サポート

弁護士のコンサルティング機能の強化とともに ～



プログラム

第１部 基調講演 「事業承継の基礎知識」

１６：３５～ 「事業承継の現状と課題」
未定（中小企業庁）

１６：５０～ 「弁護士が知っておくべき事業承継スキーム」
堂野達之氏（弁護士）

１７：０５～ 「事業承継をめぐる税制」
湊 義和氏（税理士）

１７：２０～ 「中小企業診断士が支援する事業承継」
未定（中小企業診断士）

１７：３５～ パネリスト 湊 義和氏（税理士）
未定（中小企業診断士）
未定（日本政策金融公庫）
未定（東京商工会議所・東京都事業引継ぎ支援センター）

土森俊秀氏（弁護士）
コーディネータ－ 田島正広氏（弁護士）

第２部 パネルディスカッション 「事業承継支援に向けた連携構築
～親族内承継・親族外承継・Ｍ＆Ａの勘所」

03‐3581‐0865

※ご提供いただいた情報は本合同研究の出席管理の他、東京弁護士会が実施する中小企業支援に関するお知らせの際にも
利用させていただきます。
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ＦＡＸ送付先
東京弁護士会
事務局 司法調査課 宛

７月１４日開催の夏期合研・全体討議②に参加を申し込みます。

御社名： ご所属：

お名前： Ｔ Ｅ Ｌ ：

ご住所：

事業承継が喫緊の課題って
どういうこと？

弁護士サイドから経営者に
提案していきたいんだけど、
役立つ資料はないかなあ？

事業承継税制が親族外承継
にも使えるって本当？

中小企業診断士って事業承
継にどう関わっているの？弁
護士とどんな接点がある？

事業承継の分野って、弁護
士と税理士は、具体的に、ど
のような連携をしているの？

事業者に関心を持たせるに
はどうしたらいいの？

売り手側の弁護士として、
どんなアドバイスをすると、
経営者に喜ばれるんだろ
う？Ｍ＆Ａ支援の勘所が知
りたいなあ

親族外承継が増えているっ
て本当？

保証問題を解決するための
経営者保証ガイドラインっ
て何？

買い手側とのマッチングって、
どうやって進めるの？

費用は？本当に需要はある
の？マッチングで弁護士が活
躍する場面はあるの？

お申込票

「未来へつなぐ中小企業の絆」
～ 事業承継に対する多角的サポート

弁護士のコンサルティング機能の強化とともに ～


